
地裁でOK、 高裁で不許可

南幌の交通死亡事故
北
海
道
で
起
き
た
交
通
事
故
の
刑
事
裁
判
で
、
１
審
の
札
幌
地
裁
支
部
が
認
め
た
遺
骨
を
抱
い

た
遺
族
に
よ
る
法
延
傍
聴
に
つ
い
て
、

控
訴
審
の
札
幌
高
裁
が
、　

一
転
し
て
不
許
可
の
方
針
を
遺

族
に
伝
え
た
こ
と
が
９
日
、

わ
か
っ
た
。

法
律
家
に
は

「法
延
は
感
情
よ
り
理
性
」
と
の
意
見
も

あ
る
が
、

遺
族
は

「
亡
く
な
っ
た
本
人
に
裁
判
を
見
せ
た
い
」
と
訴
え
る
。

裁
判
の
公
益
性
と
被

害
者
の
権
利
の
バ
ラ
ン
ス
が
間
わ
れ
る
ケ
ー
ス
で
、

今
後
論
議
を
呼
び
そ
う
だ
。

事
故
は
、
２
０
０
３
年
９
月

に
北
海
道
南
幌
町
で
発
生
。

自

転
車
の
中
３
女
子
（
当
時
１４
歳
）

が
、
ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら
れ
死

亡
し
た
。

札
幌
地
裁
岩
見
沢
支

部
は
０６
年
７
月
、
ト
ラ
ッ
ク
の

男
（
４６
）
に
業
務
上
過
失
致
死
罪

で
禁
固
３
年
、

執
行
猶
予
５
年

（
求
刑

・
禁
回
３
年
）
を
言
い

渡
し
た
。

検
察
側
は
事
実
認
定

や
量
刑
を
不
服
と
し
て
控
訴
。

今
月
１９
日
に
第
１
回
公
判
が
開

か
れ
る
。

中
学
生
の
両
親
は
、

「
未
成
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「感
情
よ
り
も
理
性
」

遺
族
「本

人
に
見
せ
た
い
」

年
の
間
は
親
元
に
」
と
、

遺
骨

を
自
宅
に
安
置
し
て
き
た
。

今

年
６
月
の
１
審
初
公
判
前
に
、

遺
骨
と
と
も
に
傍
聴
し
た
い
と

検
察
を
通
じ
て
要
望
し
た
と
こ

ろ
、

地
裁
支
部
が
許
可
。

加
善

者
を
訴
え
た
民
事
訴
訟
で
も
札

幌
地
裁
が
許
可
し
た
。

全
国
的

に
遺
影
は
認
め
ら
れ
る
傾
向
に

あ
る
が
、

遺
骨
は
要
望
も
少
な

く
、

許
可
は
極
め
て
異
例
だ
。

だ
が
、

刑
事
の
控
訴
審
で
同

じ
要
望
を
受
け
た
札
幌
高
裁
は

不
許
可
と
し
た
。

同
高
裁
は
取

材
に
対
し
、

「
裁
判
体
と
し
て

は
、

公
判
廷

へ
の
遺
骨
持
ち
込

み
は
相
当
で
な
い
と
考
え
、

許

司
し
な
い
と
伝
え
た
」
と
し
て

い
る
。

両
親
は

「当
事
者
な
の
に
、

加
害
者
は
法
廷
に
出
て
被
善
者

は
出
ら
れ
な
い
の
は
お
か
し

い
」
と
し
て
、

理
由
の
説
明
を

求
め
る
上
申
書
を
同
高
裁
に
提

出
し
、

回
答
を
待
っ
て
い
る
。

父
親
（３５
）は

「
（刑
事
裁
判

は
）
こ
れ
が
最
後
な
の
で
、

娘

に
も
聞
か
せ
た
い
。

理
由
を
聞

い
て
も
納
得
で
き
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
」
と
話
し
た
。

全
国
犯
罪
被
善
者
の
会
代
表

幹
事
の
岡
村
勲
弁
護
士
（東
京
）

は

「
親
御
さ
ん
の
気
持
ち
は
良

く
わ
か
る
。

被
善
者
が
生
き
て

い
れ
ば
、

当
然
傍
聴
席
に
座
る
。

遺
族
と
し
て
は
当
然
の
心
情

だ
。

裁
判
所
は
受
け
入
れ
る
ベ

き
で
は
な
い
か
。

そ
の
方
が
被

告
も
罪
の
重
大
さ
に
気
づ
き
、

立
ち
直
り
も
早
い
は
ず
」
と
話

す
。一

方
、

被
告
に
か
か
る
精
神

的
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
刑
事
裁
判

の
公
益
性

へ
の
影
響
を
心
配
す

る
声
は
、

法
曹
界
に
多
い
。

元
東
京
地
裁
判
事
の
山
室
恵

・東
京
大
法
科
大
学
院
教
授
は
、

「
こ
の
問
題
に
正
解
は
な
い
と

思
う
が
、

個
人
的
に
は
、

高
裁
の

判
断
を
支
持
す
る
」
と
話
す
。

山

室
教
授
は
丁
こ
れ
ま
で
刑
事
司

法
が
被
善
者
に
対
し
て
十
分
に

配
慮
し
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
は

事
実
」
と
し
な
が
ら
も
、

「
遺
影

と
遺
骨
と
で
は
、

人
々
の
感
じ

方
に
差
が
あ
る
し
、

被
告

へ
の

影
響
も
違
う
と
思
う
。

法
廷
は

ま
ず
理
性
の
場
で
あ
り
、

感
情

が
上
回
る
と
理
が
侵
食
さ
れ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。


